	「農的生活」と「幸せ」との関係とは？


書類を整理していたら2003年、「去年夫が亡くなり…」というおトキさんこと加藤登紀子のインタビュー記事がでてきました。愛・地球博プレイベントでのライブ、ＮＨＫで見た映像…、それらがパッチワークのように繋がってきて、おトキさん編集の「藤本氏の遺言」が知りたくて早速市の図書館で借りてきました。なかなか読みすすめない時間がすぎていきましたが、今度は今日になって未整理の書類箱から2002.7.31.藤本氏の訃報直後の中日春秋(〃.8/2)が出てきました。

そして､久々に会った友との会話｡話題の中心は秋葉原での凄惨な無差別殺傷事件｡(犯行日はあえて池田小事件と同日｡被害者は17人)｡こんな折だからこそ彼の遺言ともいうべき｢農的幸福論｣を縦糸に今までに見聞きしたことをまとめておこうと思う。
日本人のアイデンティティの変化 ⇒ 子どもをとりまく環境の悪化 ⇒ 命より経済問題 ⇒ 農的(業にあらず)生活をベースに
■私たちが住むこの日本は根本的には風土も文化もアジア。そして、本土を中心に照葉樹林文化圏内にある。（宮崎県綾町－郷田実氏も強調）。杉の単一植林問題はさておき、このベースの認識はとても大切なことのようだ。
■日本人の基本食は「米」と「大豆」※航海には乾燥大豆の形で積載したという。七変化する大豆⇒油､黄粉､納豆､味噌､醤油､豆腐と揚げ､モヤシ⇒棚(たな)田トラスト、大豆トラスト（トラストの醍醐味は草取りだとのこと）

■100年前と違い、今や味の奥深さの面でも栄養の面でもヘルシーさの面でも､アジアの食生活や和食が見直されている。

■そんな今日､歴史の浅い国々が先進国と呼び､人類史的に歴史あるアジアやアフリカの国々を｢発展途上国｣と呼ぶ不思議。

なぜ誰も反論しないのか？

■われわれは地球上の生物。広大な自然と自分の関係を見ることができた存在。地球は一つの社会。

地球社会とは共存共栄の社会。今や生命の流れを断ち切る文明。人間は地球の悪質な癌ではないか。

藤本さんは師､今西錦司氏の｢わからなくなったら現場に聞け｣｢野っぱらに出ろ｣「日暮れ前に山(その辺の丘)に登れ」、藤本流にいうと「わからなくなったら、地球に聞こう！」という言葉を大切にしてきたとのこと。
真理は常に現場にあり、迷ったときは五感とさらには、第六感を研ぎ澄まして現場と内なる己の声を素直に聞けばよい。

■人に良い、人を良くすると書いて「食」。食は大切。人はただ食べるためだけには生きていないが、食は本当に大切。
「食と農の現場」「食物連鎖」の現場に立つ。食のフィールドにしっかりと足をつけて『食べること』が私たちそのもの。
石井好子氏よりフランスのブリヤ・サバラン「もし、あなたが、自分が何者であるかを知りたいなら何を食べているかを私に聞かせなさい。そうすればあなたが何者であるかをすぐに答えてあげましょう」(生活の質を問題とする)。

僕たちの人生、生活は「食のライフサイクル」。

■食事は厳粛な儀式。死と引換えで生を得ている。もっと他の生命に感謝しよう。食べること以外に何があるのか？と問いかける藤本氏の言葉に異論はない。

■人類誕生以来、人が食材を手に入れる対自然との関係は｢採取｣｢狩猟｣｢飼育｣｢栽培｣が習い性だった。この行為の日常的な反復が体型、性格を導いていく。さらに､近年は化学・遺伝子合成と加工、それに略奪(ともいうべきお金との交換)。今､それらが逆転してしまった。本来「食べる」ことは「殺す」ことという現実の直視。子どもの教育も大人の健康も現実の直視の中にこそ解決策がある。子ども時代に遊びの中でそれらの体験をしないと青年期以降に前頭葉が制御できなくなった時などに(酒､薬物)その行為に走る。犯罪心理学者福島章教授の説の引用をふまえ「本来、子どもとは遊ぶ存在であり、生命観、生きる意味、友情、愛、信頼…それら人間の本質に根ざすものを育むのが遊び｡今、待ったなしの知識教育から生命教育への転換が求められている。それなのに、現状はどんどんひどくなってきている。（この秋葉原殺傷事件の犯人の生い立ちは…。）しかもこれはもはや1家庭の1家族の問題でないことは誰もが認識していることである。また、今、食と教育の問題だけではなく、広義の環境ホルモンの影響やマスメディアによる子ども達の脳への多大なる悪影響も忘れてはならない｡(福島章､丸橋賢説参考)

■「市場経済、商品経済、商品帝国」という現実に対抗するのは大変。「生産者」と「消費者」との分断により、消費者が見た目の綺麗さやサイズや色に惑わされると、農家を農薬や化学肥料の多用へと追いやってしまう。消費者の責任である。

■狩猟民族は自分と他人と自然を対立させその上で統一させるという立場をとりやすく、個の確立と民主主義を育んだ。

■生きる喜びから切り離された(労働)ではなく､(全存在)､(全生活)の1分でも1秒でも大切にする労働へ変えよう。

■今日、「労働」は人々にとって対立するものになっている。創造活動とは生活全般。24時間すべてが労働であり、生き甲斐がある｡自身の生活全般を1分･1秒でも大切にする立場をとる｡　　　※河井寛次郎の暮らしが仕事､仕事が暮らしの境地へ。
■｢現代の生産は人間のための生産か？｣「自らを破壊してただ「物」を創る機械と化し､人間を破壊していないか？」
■楽しいことをやろう。楽しい人生に健康とよい友達。ＳＵＭマネー。自己能力の開発。食べ物とエネルギーの自給ごっこ。

■これは、ほんの100年前まで日本人の大半は農民で｢百姓｣だった。百姓は農的生活をベースとし、自分のポジションつまり、自分のミッションや得意とすることがあり、時間と空間を使って自己能力の開発していた。

■八百万の神､産土(うぶすな)⇒体系立った神に敗北｡⇒｢なっていく｣｢なるべくしてなる｣ ( ⇒それが｢…すべき｣に変わった。)
消費者から生活者へ。「農業」ではなく「農的生活」へ。私たちは「農的生活」をいかに取り戻せるか…が鍵

■半遁世（とんぜ）の思想。心の半分は世俗から自由に遊ばせておく暮らし。生きること全てを遊びとして楽しむことを理想。⇒自給ごっこ。「農業」ではなく、｢農的生活の復権｣｢生活の農業化｣｢農業の生活化｣エコファーマーとウェルネスファーマーの連携を提言したい。※現代風にいうと｢半農半X｣では。農をベースに河井寛次郎の｢暮らしが仕事､仕事が暮らし｣の境地へ｡
＜『農的幸福論』加藤登紀子編、藤本敏夫からの遺言より＞『人間はこの時代に生きられるのか』1972年12月参照　

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所
（知多クリック内）　　http://www.chitac.com/　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.6.11
